第　学年　組　　技術・家庭科（技術分野）学習指導案
平成　　年　　月　　日(　)
                                                          　　　　　 　　　　　　指導者　井ノ久保　貴 雄
　１　単　元　　技術とものづくり（材料を加工して部品にしよう）
　２　目　標
◎　切断用工具のしくみとその使い方を理解させ，材料に応じた工具で材料を切断する技術を習得させ　　　る。
○　切断用工具を観察し，切断のしくみについて興味を示している。（関心・意欲・態度）
○　材料を適切に切断できるよう切断用工具の使い方を工夫している。（創意・工夫）
○　切断用工具を使って安全に切断作業ができる。（技能）
○　それぞれの切断用工具のしくみと使い方をいえる。（知識・理解）
　３　指導観
○　最近の子どもたちは，完成品として大概のものを手に入れることができる。その結果，自分自身のアイディアを構想としてまとめ，ものをつくるというものづくりの経験が不足する傾向にある。しかし，機会さえあれば，生徒たちは意欲的にものづくりを進めることができる。
技術分野の目標は，「実践的・体験的な学習を通して，ものづくりやエネルギー利用およびコンピュータ活用等に関する基礎的な知識と技術を習得するとともに，技術が果たす役割について理解を深め，それらを適切に活用する能力と態度を育てることである。
これらの目標を達成させるためには，生徒たちにものづくりに対する，興味・関心を高めさせ，様々な失敗体験をもとに成功体験を味わわせることが大切になる。つまり，家庭や学校という生徒たちを取り巻く周辺環境がいかにきっかけを与え，導くかが需要である。
○　本学級の生徒は，男子　　名，女子　　名，計　　名の大変明るく男女の仲も良い，元気の良いクラスである。小学校や中学校入学後の夏季休業中に木材を使って何か作ったことがある生徒が，クラスの大半を占め，製作活動経験者は多いが，その一方で自分でその作品を作り上げたという満足感を感じている生徒が，約３分の１とで意外に少ない。その理由について「家の人が手伝ってくれた」が最も多く，「うまく工具を使うことが出来なかった」とか「のこぎりびきで失敗した」という回答も得られた。この事から製作に対する意欲はあるものの，工具の正しい使用法を身につけている生徒が少ないことが分かった。　
○　そこで本時は，木材加工の際に最も多く用いられるのこぎりびきに焦点を当て，正確にかつ効率的に材料を切断する方法を失敗体験から問題点を見つけ，相互に話し合いながら解決方法を見つけさせたい。また，自分たちの作業状況と教の師範とを比べさせることによって，どのような点に留意すればいいのか視覚的に違いに気づかせ，のこぎりびきにおけるポイントを理解させたい。また，木材加工を進めていく中でもっともポピュラーであり，活用する機会が豊富であると考えられるのこぎりびきの基礎的・基本的事項を押さえながら生徒自身にのこぎりびきの技能を身につけさせ，正確に効率的に材料を切断できる達成感を味わわせたい。作業を伴う過程においては，班員が互いに協力して作業を進めさせ，机間指導を行いながら安全にまた，作業状況に差が生じないように心がけていきたい。
　４　指導計画   
	
	主　　な
学習活動
	評　　価　　項　　目　　と　　方　　法
	時
数

	
	
	生活や技術への関心･意欲･態度
	生活を工夫し創造する能力
	生活の技能
	生活や技術についての知識･理解
	

	
	製作の作業
計画を立て
よう
	計画的に作業を進める方法
を考えようとしている
	材料を加工するための合理
的な順序を考えている
	加工する順序を表にまと
めることが出来る
	作業工程を理解し，加工順序
や使用する工具がいえる
	２

	
	材料取りを
しよう
	けがき用工具を安全に使お
うとしている
	材料が無駄にならないよう
にけがきを工夫している
加工が能率よく，容易にで
きるようけがきを工夫して
いる
	正確なけがきができる
	正確なけがきをする必要性に
ついていえる
けがき用具の扱い方と使い方
をいえる
	２

	
	材料を切断
しよう
	切断用工具を観察し，切断
のしくみについて興味を示
している。
切断用工具を安全に使おう
としている
	材料が適切に切断できるよ
う切断工具の使い方を工夫
している
	切断用工具を使って安全
に切断作業ができる
	切断用工具のしくみと使い方
をいえる
	３
本時
１
／
３


  ５　本時の目標
    （１）　切断用工具のしくみと使い方を理解する。
    （２）  材料に適した工具を用い，材料をのこぎりを使って安全にかつ正確に切断することができる。
	６　学習指導過程
	
	は基礎・基本の定着を図るための学習活動


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☆ は生徒指導の機能を活かした支援
	
	過 程
	学習内容及び学習活動
	指 導 上 の 留 意 点
	評　　価
	資 料 準 備

	
	把
握
す
る
	１　切断用工具を観察する。
２　気づいたことを発表する。
３　本時の目標を確認する。
	○両刃のこぎりを各班に配布し，
　注意深く観察させる。
○自由に意見が出せる雰囲気づく
　りに努める。
○本時の学習目標を提示する。
	・興味をもって真剣に観察し
　ているか。
	 両刃のこぎり
 ワークシート

	
	
	
	目標１　切断用工具のしくみと使い方を理解しよう。
目標２　材料に適した工具を使って，材料を安全にかつ正確に切断する
　　　　ことができるようになろう。
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	追
究
す
る
	４　切断用工具を使って，廃材を
　切断する。
５　切断面を観察し，気づいたこ
　とをまとめる。
６　各自が気づいたことについて
　話し合う。
	○安全面に留意して作業を進める
　よう留意させる。
○互いの作業状況を様々な方向か
　ら注意深く観察しあうよう指示
　する。
○切断面が木材の表面に対して直
　角になっているかスコヤを使っ
　て観察させる。
☆班員が互いに意見を出し合いな
　がら正確なのこぎりびきのポイ
　ントを把握しているか机間指導
　する。(共感的人間関係)
◎自分たちの作業と教師の師範作
　業でどのような違いがあるか観
　察させる。
☆班員が互いの意見を認め合いな
　がら観察結果をまとめようとし
　ているか机間指導する。
  (共感的人間関係)
	・正しいのこぎりびきのしか
　たについて理解しようとし
　ているか。
・班員が互いに協力して観察
　結果をまとめているか。
	 両刃のこぎり
 ゼットソー
 廃材
 スコヤ
 ワークシート
 ワークシート

	
	
	７
	教師の師範作業を観察する
	
	
	
	

	
	
	８　自分たちの作業との違いをワ
　ークシートにまとめる。
	
	
	

	
	整
理
す
る
	９　班ごとにまとめた結果を発表
　する。
１０ 次時の学習内容を知る。
	○自由に意見が出せる雰囲気づく
　りに努める。
○本時の学習で分かったことにつ
　いてまとめさせる。
○次時は，自分の材料を切断する
　ことを知らせる。
	・正しいのこぎりびきのしか
　たについて説明できるか。
	 ワークシート
 サンカード


  ７　「努力を要する」状況と判断される生徒への指導
○　「努力を要する」状況と判断される生徒には，のこぎりびきのポイントを押さえながら廃材を用いて繰り返し練習させる。
  ８　板書計画
	
	 　本時の目標
　　目標１　切断用工具のしくみと使い方を理解しよう。
　　目標２  材料に適した工具を使って，材料を安全にかつ正確に切断することができるようになろう。
 　両刃のこぎりの各部の名称                     切断のしくみ（ポイント）
· 頭の位置

· ひき始め

· 手・足の位置

                                          　○　力の入れ方
                                          　○　ひき終わり

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


